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日本海マス流し網漁業調査‥
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1 漁海況予報事業

山田 稔

(目的〉

沿岸，沖合定線海洋観測とスルメイカ漁場一斉調査を行い，重要魚種との関連を究明すると共

に漁海況情報を正確かつ迅速に普及公報することにより，漁業の経営の安定に資する。

(方法〉

「漁況海況予報事業実施方針J(水産庁〉による。

(実施状況〉

(1) 実施調査船:第 18富山丸(9 6トン・ 450馬力)

(2) 乗組員:浦本巳之重他12名

(3) 実施の概要

沿岸定線海洋観測(ユーク線)

調査年月日 調査員氏名
稚仔分布調査

備 考
マイワジ スノレメイカ

52. 4. 4- 6 山田 稔

52. 5. 6- 8 rノ O 
52. 6. 6- 8 λF O 

52. 6.30.- 7 2 1/ 

52. 8. 1- 3 1/ 

52. 8.29- 3 1 1/ O 
52.10. 4- 6 1/ O 

5 2. 1 O. 3 1 -1 1. 2 1/ O 
，5 2.1 2. 1- 2 λF ST 1520-3 4は欠測

53. 3. 7- 9 1/ 
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一
年
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一
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調査員氏名

山田 稔

備考

時化のため 1部欠測

スルメイカ漁場ー済調査

調査年月日

52.-5 3. 2 7 -6. 2 

52. 9. 7- 6 

調査定線名

すの 3 線

すの 1 線

調査員氏名 |稚仔分布調査

松坂常弘

松坂常弘 o

備 考
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（調査結果）

　　海洋観測結果は水産庁から「水産試験研究機関海洋観測資料」として公表される予定。県内漁　

業関係者には「富山湾漁海況概報」で通報した。昭和５２年度北部日本海漁海況連絡会議，昭和　

５２年度日本海漁海況連絡会議，昭和５２年度第１回，及び第２回スル,（イカ長期予報会議資料　

として報告した。

（調査結果登載印刷物）

　　昭和５２年度海洋観測資料　　

富山湾漁況海況概報

（昭和５２年度富山県水産試験場業積集）

（　　　　　　　　･･　　　　　　　　）

昭和５２年,日本海スル.gイカ長期漁況海況に関する資料一Ｉ

昭和５２年日本海スルメイカ長期漁況海況に関する資料一ｎ

-

沿　岸　定　線　図　　

一　２－

（日本海区水産研究所編）

（　　　　　･･　　　　）
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2 沿岸漁況観測事業

I 漁況の収集と情報提供

1. 県内の主要漁業根拠地(氷見・新湊・滑J11・魚津・黒部〉における漁業種類別・魚種別の漁

獲量を漁業協同組合から毎日電話でその情報を収集した。

2 収集した情報は旬毎にまとめて「漁況旬報Jとして関係機関に配布した。又，漁況の概要・

主要魚種の動向・海況の概要・漁海況予測を内容とした「富山湾漁況海況概報Jを不定期に発

行し，関係機関に配布した。

3. 情報提供者及び配布先は 51年度と同様である。

E 電算組織利用によるデータ処理と事務機械化の研究

(目的〉

電算組織利用により多量のデータを迅速に処理し事務の能率化を図ると共にデータの整理・

保存を行う。又，電算組織利用により高度の科学的研究手法を導入してデータの解析を行う。

(業務内容〉

l 技術計算用プログラムの開発

2 沿岸重要資源調査報告の電算処理

3. 富山湾プリ O才魚の漁獲量に関する重回帰分析

4. 漁況及び海況データの処理

(方法〉

富山県(電子計算課)で使用している大型電子計算機(FACOM230-45S)を使用し

た。

(業務内容登載印刷物)

電子計算組織利用による漁況・海況データ処理システム 昭和53年3月 富山水試

漁況旬報(昭和 52年度) (昭和 52年度富山県水産試験場積集)

水試漁況収集地区における漁獲集計表 ( 

富山湾のフクラギの漁獲量に関する重回帰分析結果について

ホタルイカ卵稚仔調査結果 11 
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3 沖合海場開発調査

I 日本海マス流し網漁業調査

松坂常弘

(目的〉

日本海で生育するマス類の資源動向を明らかにし併せて本県関係漁船に対し漁海況情報を提

供する。

(実施状況〉

(1) 調査簸澗 昭和52年4月18日から 4月28日まで。(1航海)

(2) 調査船 第18富山丸(9 6.7 5トン， 4 7 0馬力)滞本船長ほか 12名乗組

(3) 調査海域 日本海西部沖合海域

(調査内容)

水産庁で定めた「昭和52年度日本海マス調査要綱」による。

(調査結果の概要)

ソ連の 200カイリ漁業専管水域の設定によって，水産庁の指示により関係機関の試験船は，

5月中旬以降一切その調査が中止されたため，今年度の調査は 1航海のみの，のベ6回の操業回

数にとどまった。主として富山船団操業海域の周辺において，漁海況調査を実施しその調査結

果並びに他調査船の操業結果等についてその情報を連絡した。

総漁獲量は 640尾で平均反当り漁獲尾数は， 0.8 7尾で不漁年にあたる前年の1.4 8尾を大

きく下回った。なお，魚体は不揃いで小型であった。

(調査結果登載印刷物〉

昭和52年度日本海マス調査記録 (水産庁日本海区水産研究所編)

日本海マス漁業漁場図 ( 向 上 ) 

E クロマグロ調査
松坂常弘

(目的〉

日本海に来遊するクロマグロについて， うきはえた水漁法による釣獲試験を実施し，沖合回遊

の可能性とその資源量について調査し併せてサメの釣獲試験を実施した。

- 6 ー



（実施状況）

　（1）調査期間

　　　第１次調査　　昭和５２年７月２０日から同７月２９日まで。

　　　第２次調査　　昭和５２年１０月１３日から同１０月１８日まで。

　　　第３次調査　　昭和５２年１１月８日から同１１月１７日まで。

　（2）調　査　船

　　　第１８富山丸（９ ６．７５トソ・４７０馬力）浦本船長ほか１２名

　（3）調査海域

　　　日本海沖合大和堆海域及び入道崎沖合海域。

　（4）漁　　　具

　　　はえなわ漁具１鉢の長さ２００ｊ－トル，枝縄３本付け，７５鉢から１ ００鉢までの範囲で　　操業。餌はサンマ，ホッケ，サバ及びイカ等の冷凍物を使用。

（調査結果の概要）

　　第１次調査については，北上期におけるクロマグロの大和塀海域への回遊とモの滞泳の可能性　

について，第２次及び第３次航海については，その南下期における沖合回遊の可能性について，

　それぞれ釣獲試験を実施した。しかしクロマグｐの漁獲は皆無で，第２次調査で暖流系サｊｌ尾。

　　第３次調査で寒流系サｊ２尾及び暖流系サｊｌ尾が漁獲されたにとどまった。

（調査結果登載印刷物）

　　「クロマグｐ調査報告書」として近く取りまとめる予定。

４ 沿岸漁業開発調査
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　湯　口　能生夫

（目　　的）

　　沿岸漁業の重要資源の行動，生態を把握し，回遊経路と漁場形成要因を究明するためブリ若令　

魚の標識放流試験を実施した。

（方　　法）

　　ブリ若令魚の北上期である夏期に北上経路と見られる対島暖流の第１，第２分水（図1.）の両　

地点でツバイソ級（Ｆ．Ｌ　３０ａ以下）を４９１尾放流した。

　（1）放流日　　昭和５２年８月２３日～２４日

　（2）放流地点及び放流尾散

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－７－

-

（



乙

　　Ａ地点　　放流日　5 2.8.23　　　

　　　　地　点　３８｀００Ｎ　　　　　　　　　　

１３？一１０Ｅ　　　　　

　　尾　散　２５０尾

　　Ｂ地点　　放流日　5 2.8.24　　　

　　　　地　点　３８｀５０Ｎ　　　　　　　　　　

Ｉ３６乙１９Ｅ　　　　　

　　尾　散　２４１尾

（3）放流魚の大きさ

　　Ｆ。Ｌ　引水い２ ８．０�　　Ｂ．ｗ

　１ ８０タ～　３２０ｙ（４）標識方法

　　ダギングガソを使用し魚体の背　

鰭中央附近の背面へ1.0回×0.4　

2のビュール板を繋ち込んで放流　

した。

（調査結果）

　　標識放流魚の再捕

図1.放流地点

ブリ若令魚の再捕記録

放流地点 �再捕月日�放流日からの経過日数�再捕時の体長から体重�再捕場所 �漁　　具

Ａ地点 �９．１０９．１７９,１７�１８２５２５ �２

３．５㎝２００ｙ２

５．０㎝　一２

６．０㎝２００ｙ�石川県七尾市　〃　羽咋市富山県朝日町�定　　置ひき釣定　　置

Ｂ地点 �１

０．３１０．６�４０４３ �3
3.5(混４５０タ３

０．６㎝４４５タ�石川県能登島富山県魚津市�定　　置定　　置

　Ａ地点では放流尾散２５０尾に対し再捕尾数３尾，再捕率1.2多で，Ｂ地点は２４１尾の放流

尾数のりち再捕尾数２尾，再捕率0.8 96で両地点共再捕率は低くかった。

８



(調査結果登載印刷物〉

第 17回プリ漁況予報技術連絡会報告書 昭和 52年 10月富山水産

5 沿岸重要資源委託調査

とりまとめ 油谷三郎 湯口能生夫

(目的〉

回遊性沿岸重要魚種の生物学的情報の収集，なお，この調査は国の委託調査で継続実施してい

るものである。

(方法)

「昭和 52年度沿岸重要漁業源委託調査要綱J 日本海区水研)による。

(実施状況〉

魚体波tl 定

魚種名 回数 測定総尾数 備 考

ーョr イ ワ 手〆 1 5 1，928尾 小羽~中羽中心

ウノレメイワ三〆 6 507 小ウルメ~大ウルメ中心

カタクチイワシ 2 3 2，900 小カタグチ~大カタグチ中心

ぺ才 ア ジ 1 8 1，7 00 スーパー~中アジ中dむ

ーす サ ノ、 1 0 1，128 ナンキンサパ~ギリサパ中心

プ リ 類 7 399 当才魚中心

スノレメイカ 8 360 定置網漁獲物

(調査結果〉

調査結果は調査要綱の様式に従い日本海区水産研究所に報告した。まずこ，湾内の重要魚種の資

源水準の動向は次表のとおりである。

昭和 52年度における資源水準の評価

魚 種 名 資源水準の評価

イ "7 イ ワ シ 増加傾向

ワ
ウノレメイワシ 横ばいながら増加傾向てン

類 カタクチイワシ 横ばい

- 9 ー



""7 ア ジ 減少傾向あるも局地的漁あり

マ サ ノ、 隣接海域の高水準に比べ，低水準で横ばい

ス ノレ メ イ カ 減少傾向にあるも，冬期漁あり

プ リ 類 当才魚安定傾向あるも今後警戒

(調査結果登載印刷物〉

昭和 51， 5 2年度沿岸重要資源調査報告書

6 漁村青壮年育成対策事業

取りまとめ 西野健雄

(目的)

沿岸中小漁業ゐにない手となる漁村青壮年を育成しその質的向上と若年労働力の確保を図る

ため，国庫半額補助事業で下記の事業を実施して本県沿岸漁業の振興に資する。

(事業の内容〉

(1) 漁業技術研修会

開催場所 開催期日又 講 師
名称 研修内容 参加人員

(会場) は開催時期 所 属 氏 名

指導者に 持EfF52年 4月19日 33人 県水産課長 佐藤善二

グループ 対しグノレ
全上 52年 5月13日 48人 県水産試験場長 浜谷辰為

指導者 ープの相

研修会 互の活動
全上 52年 9月 7日 24人 県漁連専務 土肥誠一郎

連絡検討 全上 52年11月25日 25人 国禁協力事業団嘱託 川越敬一

小計~ 4 回 延べ 4日 居て130人 --------延ベ 1 3人|氷見市 52年 8月 2日 1 5人 普 及 員 浜谷 忠、
ひらめ，

水産技術 くるまえ
新湊市 52年 8月23日 10人 λγ 川 崎賢一

び底刺網 富山市 52年 9月 7日 15人 県水試課長 西野健雄

研修会 漁業技術
魚津市 52年 9月21日 15人

研修 県水試主任研究員 山 回 稔
黒部市 52年 9月30日 15人

小計 ~〆 5 回 延ベ 5日 延同 70人

-----------
延ベ 2 0人

計 ~ 9 回 延ベ 9日 居、ミ200人 --------延ベ 3 3人-10一



(2) 先進地視察

視察地
視察技術 視察時期又

日 程 参加者 視察後の報告方法の概要 備考
の概略 は視察期間

ひらめ， くる 昭和52. 7.7 普及員 1人 指導者および生産技術研

福井県
まえび，底刺

2日間 修会において報告検討し
網，漁業技術
の導入 昭和52. 7.8 研究会員 27人 印刷物にして配布した。

石川県
魚礁の設置状 昭和52.10.6 

2日間
普及員 I人

全 上
況と効果調査 昭和5bIO 7 研究会員 14人

E十 ~ ~ 2 班 延べ 43人 一一一一一J
(3) 導入技術試験

実施項目 導入先進地 実施方法概略 実施場所
実施時期

実施者
実施後の普及

備考期日〉 方法の概要

計

(調査結果登載印刷物〉

昭和52年水産技術交流調査報告書

7 さけ・ます増殖調査

I 沿岸水域調査

角 祐二・奈倉 昇

(目的〉

さけ，ます再生産の維持拡大のため，沿岸水域におけるさけ稚魚の生活の実態を明らかにし，

河川内における人工増殖の整備充実と併せて適正な漁業並びに増殖管理体制の確立に資すること

を目的とする。

(実施状況〉

l 調査期間 昭和 52年4月-6月
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昭和 53年 2月-3月

2.調査項目

同沿岸漁具による混獲稚魚の標本調査

(勺生育環境調査

(吋神通川標識放流稚魚追跡調査

(ヰ 沖合漁具による混獲稚魚の標本調査

3 調査結果の概要

( 1) 沿岸滞留期間にフいて定置網の稚魚入網状況からみると，本年度は前年度の 5)'3上旬より ・

も少し遅れて 5見序旬ぎで湾内沿岸水域に滞留していた。

(2) 成長については，沿岸滞留中に 4月上旬 6.3(F・L)cm-5月上旬 7.3(F・L) まで成

長している。

(3) さけ稚魚の沿岸滞留限界水温と考えられる 15 'cに至る時期は，本年度は 5月中旬であっ

た。塩分では 8-26%。と変動が大きくみられた。

(4) 3月29日神通川(河口より 2Okm)にて標識放流されたさけ稚魚が，放流後 5日目には，

神通川河口より東へ16k拠点の魚津地先の定置網にて再捕された/

(5) 湾内沖合移動についてサヨリ曳網の稚魚入網状況からみると 4月下旬-6月初旬まで湾

内に広く分布しており 5月中旬には湾の中心部(沖合 2Okm)でも混獲されたγ/

(6) 沖合移動時期の成長は， 5. 0 - 8. 5 F • L cmで沿岸滞留時と差はみられなかった。

(7) 湾内の水温は 6月6-8日で 18. 3 -2 2. 3 'cであった。

E 河口通過稚魚観測事業
角 祐二

(目的)

河川内の稚魚の減耗の機構とその度合いを明らかにすることを目的とする。従ってこの事業は

人工ふ化放流をより効果的にするためのもので稚魚の放流後から河口までの聞における降海時期

移動状態などの生態的知見を得ることに重点をおく。

(実施状況〉

1 調査期間

2. 調査河川

3. 調査項目

昭和53年3月10日-1 5日

神通)11(水管橋地点)

同 トラァプによる稚魚サンプリング調査

間環境条件調査 水温，水位，流速，流下見虫量，底生生物量

4 調査結果の概要
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雨　最高通過時間帯（２０：００～２４：００）６日間連続観測を行ったが，放流後６日目で　

も採捕された。したがって放流後すぐに海に下るものばかりでなく，少なくとも６日以上は　

河川に残るものもある。

（2）放流後２日目からは胃内容物にユスリカがみられた。

（3）水温変化は4.0～7.7℃であった。

Ⅲ　さけ・ます増殖環境調査

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　菅　野　健　治・角　　　祐　二

（目　　的）

　　さけ・ます資源増大のため，従来さけ・ます増殖に利用されなかった河川の潜在的生産能力を　

計り，これを開発することと河川環境変化の著しい河川を総合的に調査し，より一層の資源増大　

の方途を探ることを目的とする。

（未利用河川調査）

　1.　調査期間　　昭和５２年１０月～５３年３月

　2.調査河川　　常願寺川

　3.　調査項目

　　（力　物理化学環境調査　　水温，ＰＨ，Ｄ･０，ＢＯＤ，ＳＳ

　　（ｲ）生物環境調査　　生息魚種，そ上生態，流下昆虫量，託生生物量

　　（勿　その他の環境　　河川工作物の所在，仕様，河川の漁業実態

　4.調査結果の概要

　　図　　　　　水温　　　　　PH　　　　　　D･O　　　　　　　　SS　　　　　　BOD

　　　　　　4.7～15.9℃　　　7.2～7.9　　　10.3～12.8ppm　　0.1～25.0ppm　　0.4～I.0ppm　　　　

以上のことより，常願寺川はＰＨの一部で基準値7.5よりわずかに高いものを除いて生活　　　

環境の保全に関する環境基準，河川類型Ａ・水産一級及び水産環境基準をほぼ全域で満足し　　　

ている。

　　団　本川はあばれ河川で生息魚種がきわめて少なく，あゆ，りぐい，かじか等，上流域では，

　　　いわな，にじますがみられる程度である。託生生物は昨僻目，毛廸目が主体である。流下昆　　　

虫は蛉僻目，双麹目が主体であった。特に下流域は量的にきわめて少ない。

　　　　親魚そ上生態は，昭和４８年度よりわずかづつ放流がなされ，昭和５２年度には３０８尾　　　

のそ上がみられた。

（環境変化調査）

　1.調査期間　　昭和５２年１０月～５３年３月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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2.　調査河川　　神通川・支川熊野川

3，調査項目

　（7）物理化学環境調査　　水乱　ＰＨ，Ｄ･０，ＢＯＤ，ＳＳ

　（ｲ）生物環境調査　　　生息魚種，そ上生態，流下昆虫量，託生生物量

　（勺　その他の環境　　　　河川工作物の所在，仕様，河川の漁業実態

4.調査結果の概要

　（刀　　　　　水温　　　　　　ＰＨ　　　　Ｄ･Ｏ　　　　　　　　ＳＳ　　　　　　　ＢＯＤ

　　神通川　4.7～1 5.7･c　　7.0～7.9　　7.2～14.2ppm　　0.6～14.0ppm　　0.5～4.9ppm　　熊野川　5.6～15.2　　　7.3～7.6　　10.3～12.5　　　　0.4～7.3　　　　0.7～2.9

（ｲ）さけ親魚のそ上生態については，神通川本川は河口より７～２５尨が抽掻揚で５２年度は，

　　４９２６尾（♀２,７ １９，６ ２,２ｏ７）であった。支川熊野川は河口よりｌｏ～１９尨が捕　　掻揚で４６１尾（♀２５１，き２

１０ ）であった。託生生物は本川，支川ともに蛉僻目が主　　体で，流下昆虫は本川，支川ともに双指目が主体であった。

（調査結果登載印刷物）

　　昭和５２年度　　さけ・ます増殖調査報告書 富山県水産試験場

Ⅳ　潮河性さけ・ますの大量熔毀技術開発に関する総合研究

移植効果の安定強化

　当水試における別枠研究さけ・ます大量培養の総合研究における課題は，表題に示した如くであ

り，５２年度においては，移植卵のふ化飼育及び放流後における沿岸滞泳期の稚魚の生態の追跡を

日本海区水産研究所と共同で調査したものである。

（実施状況）

　1.移植卵の来歴

　　イ．移植月日　　　昭和５２年１２月５日　　／

　　ロ．供給地　　　北海道さけ・ますふ化場千歳支場

　　ハ．卵，採卵月日　　5 2.1 0.17

　　　　　発眼月日　　5 2.1 1.16

　　　　　積算温度　　４００℃（移植日まで）

　　　　　実部数　　３００万粒

　2.飼育状況

　　イ．ふ化場　　呉東内水面漁業協同組合の協力により下記のふ化施設を使用した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　－１４－



角川ふ化場

布施川ふ化場

飼育地面積 12 0 rd 

11 52rd 

ロ.ふ 化 1 2月 9 -1 1日から開始

1 2月14 -1 6日に終了

ハ.飼育水温 1 2. 4 - 1 5. 4'C (地下水及び湧水混合)

3 放流

イ.角川ふ化場 5 3.2.28 

ロ.布施川ふ化場 5 3. 2. 4 

3. 1 5 

4.標識

1 6，667粒/rd

1 9.2 3 0粒/rd

飼育魚の一部にフィン・クリッピングを実施し，その位置は脂ピレと右胸ピレについて実施

した。

(結果の概要)

l ふ化から放流までの生残率は 80%で放流劉主約214万尾となった。発眼卵からの生残率

では 71 %と低い結果となった。

2. この原因については，先づ卵発死が 19係と大きかったこと，飼育後期に突発的な大量発死

が発生したことによる。

3 標識魚の放流は 18万 1千尾である。

4 放流後の調査は 3月15日からJII口汀線部から沖合にかけて，稚魚の滞留状況及び生長，餌

料，害魚について行った。

(今後の問題点〉

本年度は地下水の水温が高く，飼育については良好とは言い難いので，この点に留意すること

が基本的に生残率を高めるので施設の充実をはかる。

(印席IJ物〉

昭和52年度別枠研究「朔河性さけ・ますの大量培養技術の開発に関する総合研究」推進会議

資料。
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8 種苗生産試験

佐藤建明

I マダイ種苗生産事業

(目的〉

マダイ放流技術開発事業にともなう標識放流用マダイの供給を目的とする。

(結果の概要〉

富山新港火力発電所温排水利用養魚施設より 10 1万粒の受精卵を 4回にわたり移入。

平均ふ化率 5 O. 2 % 

取上げ時の平均歩留 1. 0 6 % 

1 0， 6 0 0尾 4 O. 2加担 2. 1 '1 

なお，この種苗は氷見字波沖でさらに中間育成を行い， 80-100脚サイズで 9月下旬~

1 0月中旬にかけ標識放流用に使用した。

E アワビ種苗生産試験

(目的〉

県内放流用アワピ種苗の供給に対処するために種苗量産化を図る。

(方法〉

(a) 採卵およびふ化

①親 魚 エゾアワピ (~139 '1， O72O) 

@ 採 卵 日 1 0月23日

① 産卵誘発方法 紫外線照射海水使用

@ 採 卵 数 5 9万粒

①ふ化幼生数 1 8. 9万

@ふ 化 率 3 2 % 

(同飼育タングおよび飼育環境条件

①飼育タンク 1 tパンライト(屋内設置)

@付着板 パンライト波板 垂下式 (58x50cm 60枚)

@付着板の主なケイソウ

Cocconeis sp ( 6 0 %) 

- 1 6ー



Cymbe lla sp 

Navicula sp 

Nitclia sp 

( 20% ) 

( 20係)

@ 付着時の密度 292個/nf(歩留2.1% ) 

(c) 飼育結果

①期 間 1 0月23日-2月1日(100日間〕

②歩留・サイズ

2-7mm 1，450個

歩留 0.25% 

(d) 今後の方針

・採卵技術の確立

・外池(屋根付コンクリートタンク)での冬期飼育試験

.飼育面積拡大による量産化

(印刷物〉

第 5回日本海プロック増養殖研究推進連絡会議資料

9 放流技術開発事業

(主旨〉

沿岸漁業振興のため栽培漁業センター設置に伴ない，種苗生産技術の開発とともに量産体制が

整備されるので，放流種苗について，放流効果を向上するために試験，調査を実施した。

I マダイ

(実施方法〉

(1)中間育成

(勺種苗の受入れについて

月日 輸送方法 所要時間 収容施設 種苗サイズ 収容尾数 輸送歩留 収容密度 備考

7.10 車-FRPlt免グx2船 100分 45x45x45m1統 37.0担視 7，000尾 100 % 77 尾/11f

i.28 必y 100分 J〆 51.0加揖 3，600尾 100 % 39.5尾./11f

8. 4 λγ 160分 6x6x6m 1統 33.0視軍 8β00尾 85 % 39.4尾:/11f

ヴ，
喧
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（p）施設の概要について

Ｊ

｜

��　　使　　用　　経　　過　マダイの大きさ（TD回）20　　40　　60　　80　　100�����

����飼育期間�密　度尾／ぜ

�クレモナモジ網３０節45×45×45ml統 ��一 ��������7.10～8.2 �7 6.8

�ろ/　　　　　　　　　/y　　　£/
���一 �������7.28～823�3 9.5

�/Z　　　　　　　　　ZZ　　　〃 ��- ��������８．４～９．４�9 3.3

�ラッセルモジ網１８節45×45》く45m ����������8.3～8.23�7 1.3

�4r　　　16節　　６×６×６思
�����ｌｌｌ

���
�－

�8.24～10.14 �4 4.4

�〃　　１８節45×45〉く４５ｍ ����������9.5～10.7�4 3.9

(づ　餌料について

餌　料　種　類 �給餌方法 �給　　　餌　　　量

イ７シ，オキアミ配合餌量を �０８;００１日２回 �総魚体重の５０侈からスタート次第に少くした。

５：２：３でミンチ,vitamin �14こ００ �7月10日～7月28日放置Ａ群2040kﾀ増肉係数805

1弟（外割）添加 ��８月　４日放養のＢ群　　　2625k9　　･･　7.93

（2）種苗放流調査

　　７０ｕ級種苗の標識放流

　　放流は魚津沖人工魚礁氷見蛇ケ島岩礁地帯，新湊沖で行った。

　　放流の概要は，次のとおりである。

記号�放流場所 �標　　識 �放流月日 �魚体尾又長又は全長�放流尾数 �県　計

⑩ �魚津沖人工魚礁（ﾀｲﾔｺｿｸﾘｰﾄ）�アソカー赤　　　色黄　　　色�52年　　9月28日�Ｆ．Ｌ　　Ｉ０２　皿�3,000尾 �8,600尾�氷見蛇ケ島
岩　礁　藻　楊 �アンカ＝灰　　　色�10月７日 �Ｆ．Ｌ　　８２　皿�3,600尾

�新　　湊　　沖 �アンカー左側カット赤　　　色�10月14日 �Ｆ．Ｌ　　８５　皿�2,000尾

（3）漁場実態調査　

（ｲ）調査地

　（p）調査項目

氷見，新湊，魚津，黒部市

Ｉ）定置漁場

２）漁獲量

３）定置網種類別漁獲組成

４）体長，体重組成

－１８－



（結　　果）

　１．　７０ｕ種苗の養成として，水試にて３０ｕ以上で仲出ししたものは，生残率8 3.9多と良好　　な結果を得た。

　2.標識としてアソカー型タッグは追跡調査に際し有効と認められた。

　3.人工礁への放流は，定着が長期にわたる傾向が認められた。

　4.放流後の移動及び生長が明らかとなった。

　5.　漁場実態調査によって，マダイの漁獲傾向の一部分について明らかにした。

（印刷物）

　　昭和５２年度放流技術開発事業報告書　日本海中部海域マダイ班

ｎ　クルマエビ

（実施方法）

　1.材料および方法

　　（1）種苗の受入れ，輸送

　　　　種苗は県栽培センターより配布されたもので各地区の受入れ時期，大きさ，尾散，輸送方　　　

法について表１に，又，中間育成地区については図１に各々示した。

表1.各地区の中間育成種苗受入れ概況

受入地区 �受入月日�輪　　送　　方　　法 �全　長 �積込尾数 �中間育成尾数

○宇　波　

太田浦　

伏　木

○四　方　

岩　瀬

○滑　川

○魚　津　

経　田 �８．９８．９８．９８．１０８．１０８．１０８．１０８．１０�ビニール袋，酸素充てんヒドｐタソク　３００£酸素通気ポリタソク　５００£酸素通気ビニール袋，酸素充てん�12.61罵12.61

2.612.612.611.51

0.911.5�１００千尾２００２００１７５１７５３００２５０２５０�　４０干拓１００１００１０
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（2）飼育施設および餌料

　　各地区の施設，漁場環境，

　給餌種類の概要について別表　

１に示した。

　ｏ生ス網……宇波地区以外　　　　

は各地区とも２５�（５　　　　

×５ｍ）の大きさで，も　　　　

じ網はクレモナ４４本，

　　　　１ ８０径，網目2.7％　　　　を使用し，底網の側面　　　　の接合にはファスナー

　　　　を使い肌着を容易にし　　　　

た。構造については図　　　　

２に示した。

　ｏ施設張立……宇波，滑川，

　　　　魚津地区は離岸堤と岸　　　　

の間にロ一プを張り生　　　　

ス網を張立て，生ス網　　　　

の中には土俵を１５～　　　　

２０ケ投入し，生ス網　　　　

の底網を安定させるよ　　　　

うにした。四方地区は　　　　

鉄パイプを支柱にし，

　　　　岸よりｐ－プを張り生　　　　

ス網を張立てた。その　　　　

概要については図３に　　　　

示した。

　ｏ餌料および給餌方法

　　　　　別表ｌに示したよう　　　　

に給合餌料，オキアミ　　　　

を餌料としたが，四方，

　　　　魚津地区は魚肉（ホッ　　　　

ケ）を少量使用した。

iぶりロープ50c一

○仲間育成試験区

○中間育成区

図2.クルマエビ中間育成の生ス網構造

j一

図1.中間育成実施区

　／

ノ

／

　　　　　岸壁

図3.中間育成施設張立図（宇波地区）

　　　給餌回数は１日夕刻１回とし，１日の給餌量は放養重量の２００侈を基準にした。

ｏ取りあげ……各試験区においては，生残尾数を確認するために底網に沈下していた土俵　　　　　　　　　　　　　　　　　
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を取りあげて，生ス網を取りあげ後，全ての生残したクルマエピを計量した後，放流

した。他の地区はファスナーを取りはずしそのまま放流した。

o魚体測定

各試験区で取りあげたクルマエピ50尾について無差別抽出し標本魚として測定した。

標識放流

l 材料と方法

(1)標識放流の概要

標識放流の概要について表3，放流場所については図 5に示した。

表3. 昭和52年度標識放流の概要

放流場所 |放流年月日

新湊市堀岡地先 I1 2. 7 
富山市岩瀬地先 12.2 7 

(2) 標識札

標識の装着は図6に示したようなAtkins型で

装着した。標識札は両地先ともプラスチック製

( 4 x 7棚)の緑色とし，岩瀬地先は札の片辺を

削り落し堀岡地先と区別した。

(3) 運搬方法

標識札をつけたグルマエピは砂を入れたハッポ

ウスチロール(魚箱)，プラスチ y ク容器(4 0 

x 6 0 c祝)に 1箱 50尾程度入れ，それを 10 t 

タンクにセットし 1日飼育した後，翌日その容

器の水を排水し砂でクルマエピをつつみ自動車で

運搬した。

(4)放流方法

堀岡地先は水深 2-3mの砂場に船上から，岩

瀬地区は離岸堤の内側に陸上から各今放流した。

(5) 供試魚

十
宮山湾

姻岡
岩瀬

図5 標識放流場所

運イ
テゲスl号
，で=司.
4一一一-7[)国一ー一ー

図6 標識の装着

標識に使用したくるまえびは 8月11日県栽培センターより 10，00 0尾， 1 2月1日

北陸電力温排水養魚センターより 750尾もらい受け，これを 5tタンクで飼育し 5Omm 
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　以上に成長したものを選別使用した。

（6）再　　捕

　　放流直後，県内の各漁協にポスターを配布し，再捕のt青報連絡を依頼したっ

（結果の要約）

　1.中間育成について

　　（I）中間育成施設を８地区（試験区４地区）設定し，８月９日～８月２６日の期間２８０万尾　　　

の放流の中で６０万尾について実施した結果，途中の時化で２地区が施設の破損によって続　　　

行が不可能になったが，他の６地区では計画どおり遂行した。

　　（2）中間育成施設は，ｌｏｘｌ ｏ ｍおよび５×５ｍの庭剤付の小割囲細生スを使用した鶴施　　　設場所，施設張立，取りあげの条件から，この程度の規模で良いと考えられる。又，離岸堤　　　内にあっても時化による施設の破損もあったので，施設の張立の強化を検討すべきである。

　　　生ス細については，今回の食害生物の混入から，生ス細口を閉じることが必要と思われる。

　　（3）各試験区の育成後の歩留りは，8.6～3 7.8悔と低率でこの原因について，ボラ，ウグイ，

　　　オコゼなどの食害生物の混入が大きいと考えられるが，その他に放養魚体の大きさと生スの　　　

網目の適正について問題があったと推測される。

　　（4）各試験区の成長は１１～１６日の中間育成で放養全長１ ０．９～１２．６ｎが２６．７～３０．７　

　ｎ，放養体重０．０１３～０．０３ｙが０,１３～０,２４ｙに成長した。すなわち全長2.2～2.7　　

倍，体重4.3～1 7.7倍の増長増量を得た。

　（5）餌料については各地区とも配合餌料を主体にしたが，餌料効率は0.19～6.72侈と巾が　　　

あった。給餌作業の合理化のために今後とも配合餌料に主力をおくと共にその適正給餌量に　　　

ついて検討する。

　2.標識放流について

　（1）標識放流は第１回・１２月７日，Ｔ．Ｌ６ ０ｕを1,480尾，第２回・Ｔ．Ｌ, ７４ｎを2,397　　　尾，計３,８７７尾を新湊市堀岡，富山市岩瀬地区に各々放流した結果，１月現在１尾も再捕　　　されていない。

　（2）標識方法は全てAtkins型を使用したが，この方法によるへい死率は，第１回・6.5弾，

　　　第２回・1.1憚と非常に低いが，糸のからみによる魚体の弱体が目立った。

（印刷物）

　　昭和５２年度放流技術開発事業報告書　　日本海中部海域くるまえび班
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１０　水産加工技術試験

高松賢二郎・菅野健治

富山湾で漁獲されたマイワシの原料学的研究

漁獲時期別体長，体重，粗脂肪量，水分量の変動

（目　　的）

　　－イワシの資源量の回復による有効利用の要望等の社会情勢に対応し，富山湾で漁獲される-･　

イワシを対象として時期別に体長，体重，粗脂肪量，水分量の変動を検討し，マイワシ利用拡大，

　利用開発研究の基礎資料とする。

（方　　法）　

（1）試

(2)

(3)

(4)

(5)

料　昭和５１年４月から昭和５２年３月までの間，２４検体を魚津，氷見漁港で　　

サソプリングしたマイワシを用いた。

漁獲量の調査　当場にて氷見，新湊，魚津，黒部の各氷揚地の漁獲量を収集した。

魚体測定　試料５０～１ ００尾について体長，体重を測定し，平均体長，平均体重から　　　　　　　肥満度を算出した。

水　分　量

粗脂肪量

１ ０５℃常圧乾燥法によった。

メタノール・クロロホルム混液抽出法によった。

（結果の要約）

　田　富山湾のマイワシの漁獲は定置漁業で多く，４８年より復活し，１,０５１～２,８０９トソ　　

（水試で収集した漁獲量）に推移している。

　（2）地区別漁獲量は氷見地区で，県内の半数以上の漁獲があり，次いで新湊，魚津の順となって　　

いる。

　（3）時期別漁獲量と体長の変化は，４８年～５２年上半期において１～３回の漁獲ピークがあり　　

３～４月の１年魚（中羽クラス）の漁獲ピーク，６～８月のＯ年魚（小羽クラス）の漁獲ピー　　

クが主体であるが，５ １，５２年の１～２月に，Ｉ・且年魚（中～大羽クラス）の混獲のピー　　クを出現した。

　（4）体長と体重の関係式はW＝0,0 1 4 6・ L2’9975であり，マイワシの成長曲線式とより体重の成　　長式を求め，-･イワシの理論的年令別の体長，体重は，０年魚で１３．５Ｊ，３６夕，１年魚で　　1

9.0回，ｌ ｏｏｙ． Ｕ年魚で2 1.2回，１３７ｙ，Ⅲ年魚で2 1.9回，１５３ｙであった。

　　これによると供試魚は，ほとんどＯ年頃と１年魚であった、

　（5）O年魚の粗脂肺葉は，６～８月は５侈以下，９月下旬～１０月に６～１３多と多くなり，11

-
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月以降減少し 1-2月にかけて最も低脂肪となっている。

(6) 水分量と組脂肪量は負の相関関係があり，脂肪量が多くなると水分量は少なくなる。

(7) 粗脂肪量と体長は，体長とともに粗脂肪量は増加する傾向が見られ， 0年魚のみについては，

肥満度が高くなるとともに粗脂肪量も増加する傾向を示した。

(8) 本県におけるマイワシ多獲に伴なう加工原料としての対応は， 0， 1年魚の小~中羽を中心とす

るマイワシの利用法の検討，さらに7-10月の多脂マイワシの有効利用を検討する必要がある。

(試験結果登載印刷物)

水産物の利用に関する共同研究 第 18集 (第 25回日本海水産物利用担当者会議報告)

1 1 富山湾水質環境調査

I 富山市日方江・浜黒崎地先中小河川水拡散調査

菅腎健治・高松賢二郎・木名瀬元夫

(目的)

昭和 51年度にひきつづき，富山市浜黒崎地区で，現在建設中の浜黒崎終末処理場処理水の排

出が予定されている琵琶川地先海域について，処理水上乗せ時の拡散状況の予察を主として，富

山市より委託を受け，最終年度として，前年度現況把握で明確とならなかった中小河川水拡散の

現況を補足し，拡散分布の予察に資する琵琶川拡散予測調査および現況把握で欠けていた。水質

の日局変動調査，底質現況調査を実施するとともに， 日方江・浜黒崎地先海域の水質環境の現況

をふまえて，処理水上乗せ時の拡散状況の予察を行おうとするものである。

(実施状況)

1. 琵琶川拡散予測調査

(I)調査年月日 昭和52年6月 15日および 21日

(2) 調査海域 琵琶川地先海域

(3) 調査方法 琵琶川河口より蛍光色素ウラニンを瞬間放流し，地先海域における経時拡

散状況を航空写真にて把握するとともに，調査時の水温，塩分，流向，流

速を観測した。

2. 水質の日周変動調査

(1)調査期間 第 1回昭和 52年 7月26日-2 7日

第2回昭和52年 8月10日-1 1日
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(2)

(3)

(4)

調査地点　琵琶川河口沖約５００ａ地点

調査水深　　表層～D7zおよび８ａ層まで１ａ毎

調査･分析項目　水温，塩分，流向，流速，ＰＨ，Ｄ０，ＳＳ，ＣＯＤ，ＰＮ，ＤＯＮ，ＮＨ４－　　　　　　　

Ｎ，Ｎ０２－Ｎ，Ｎ０３－Ｎ，ＴＰ，ＤＴＰ，ＤＩＰ

3.底質現況調査　

（1）調査年月日

(2)

(3)

調査地点

調査･分析項目

第１回　昭和５２年４月２２日

第２回　昭和５２年８月２６日

日方江・浜黒崎地先１０地点

水深，外観，泥温，粒子組成，Ｉ Ｌ， ＣＯＤ，硫化物，ＴＮ，ＴＰ

（調査結果の要約）

　　（1）昭和５１年度にひきつづき，富山市の委託により，浜黒崎終末処理場の処埋木の排出が予定　　　

されている目方江･浜黒崎地先の中小河川水の拡散，処理木上乗せ時の拡散状況の予察を計画し，

　　　今年度は最終年度として，底質現況調査および昭和５１年度調査の補足調査を実施し，目方汪　　　

・浜黒崎地先海域の水質環境の現況をふまえて，処理木上乗せ時の拡散状況の予察を行った。

　　（2）現地調査は，螢光色素放流による地先海域での琵琶川河川水の拡散現況を明らかとするため　　　

の琵琶川拡散予測調査を２回（６月），一昼夜観測により水質環境の最悪時（夏期）をより詳　　　

細に把握するための水質の目周変動調査を2回（７月，８月），富山湾の特性を考慮して春期　　　

および夏期の底質の現況を把握するための底質現況調査を２回（４月，８月）実施した。

　　閣　６月１５目の琵琶川河口からの螢光色素放流による拡散状況は，北風，ウネリのある海況で，

　　　高城で清澄な水質環境にあり，琵琶川河口沖約5 0 077z旭弘でＥ方向への弱流であったにもか　　　かわらず，より沿岸郡の海浜流系内での拡散が中心となり，その特徴として経過時間５～３０　　　分での砕波帯内でのすみやかな拡散，沿岸流による西方への移流，随所に見られる離岸流によ　　　る沖出しと拡散が顕著に出現している。

　　（4）6月２１日の螢光色素放流による拡散状況は，沖から沿岸に向う風がやや強かったが，さほ　　　

どウネリもなく，低城で珪藻赤潮の発生している汚濁した水質環境で，琵琶川河口沖約500　　　

77z地点でＥ方向への流れがあるにもかかわらず，拡散域では西方への移流となり，風の影響で　　　

沖出しが止められるとともに，ごく沿岸部では風向，波により反対の沿岸流となり，各拡散要　　　

素ともに前回に比較し小さくなっている。

　　（印　このように，２回の調査時ともに海況の影響によりごく沿岸部に限定され，神通川河川水の　　　

拡散等を含めたより大きい面肋の内側での拡散現象であり，したがって規模も小さく，目方江　　　

・浜黒崎地先の夏期の拡散現象としては，その一面を示すにすぎないが，通年の拡散現象とし　　　

ては特有の拡散型であり，河川流量，海況，沿岸流等の組合せにより種々の異なった拡散型が　　　

出現すると思われる。

　　（6）一般水質の日周変動の現況は，第１回調査時（７月２６目～２７目）では，凪の海況で表層　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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　を中心とした沿岸に沿った強い東西沢があり，同時に珪藻赤潮の発生が認められる状況で，そ　

れらの影響により各項目ともに著しい変動を示し　日周変動は，表層～2 77z層での日中の高水　温，高ＰＨ，高ＤＯとして赤潮の影響と相乗してわずかに認められるが，氷塊移動に大きく左　右され，夜半成層で生じたＰＨ，ＤＯのわずかな低下現象が特徴の一つとなっている。

（7）又･夏期の強い珪藻赤潮発生時の汚濁状況は，表層～2 77z層で周日高ＰＨ，高Ｄ０，高ＳＳ，

　高ＣＯＤを示し，基準値を大きく越え，成層でもＤＯにおいて夜間に基準値をわずかながら　

下廻り，現状でも最悪時には，目方江・浜黒崎地先の浅海部は酷しい水質環境にある。

（8）第２回調査時（８月１０日～１１日）は，前半の風，波，ウネリのある状態から後半の凪へ　

と変化した海況で，全層ともに沿岸に沿った強い東西流が転流し，同時に前半に弱い珪藻赤潮　

の発生が認められ，特にウネリによる巻き上げ現象で成層での変動が著しく，特異な分布状況　

を示し，日周変動も日中の表層～２ａ層で赤潮の影響と相乗してやや高ＰＨ，高ＤＯとなって　

認められるが，氷塊移動により大きく左右され明確でない。

（9）又，汚濁状況は，弱い赤潮と河川水の影響により，表層～２ａ層の大部分で基準値を越える　

が，特に高値は認められず，目方江・浜黒崎地先の夏期の通常の氷質環境となっており，逆に　

成層においてウネリによる巻き上げ現象が顕著に生じ，ＳＳ，ＣＯＤで基準値を越え，成層と　

してはかなりの高値となり，荒天時の目方江・浜黒崎地先の浅海部では成層でも特異な水質環　

境にある。

順　窒素・燐の日周変動の現況は，第１回調査時には，Ｔ－Ｎで表層で高く成層で低い分布とな　

り，低鍼氷塊の移動により高濃度氷塊が出現し，ＤＩＮはＰＮ，ＤＯＮに比べて極めて低く，

　昭和５１年度調査に比較し１／１０以下であり，調査時に強い珪藻赤潮が発生しており，植物　

プラソクトソ増殖により吸収され濃度低下している。

回　一方，Ｔ－ＰはＴ～Ｎの分布状況とは相反し，表層で低く成層で高い分布となり，全般に高　

濃度で，昭和５１年度調査に比較し数倍高くなっているが，ＤＩＰでは0.5μy一atゑ以下と　

差異はほとんどなく，ＤＩＮ同様に植物プラソクトソの増殖により吸収されて濃度低下してい　

る。

回　第２回調査時は，Ｔ－Ｎで第１回調査時と同様の傾向を示し，濃度的にもほとんど差異はな　

く，ＤＩＮでは約２～３倍高くなっているが，昭和５１年度調査に比較し1/5～l/10の低い　

濃度となっている。Ｔ－Ｐでは第１回調査時と同様の傾向を示し，濃度的にやや低く，ＤＩＮ　

では赤潮が弱かったためわずかに濃度が高い傾向にある。

ｎ　又，水質一般項目で顕著に認められた海底からの巻き上げ現象による濃度変化は，ＤＯＰで　

やや認められるが，ＤＩＮ，ＤＩＰで明確でなく，荒天時の海底からの巻き上げ現象による栄　

養塩類の消長は明確とはなっていない。

同　富山湾の成質の汚染状況は，汚濁河川前面の海谷部および湾の両端の氷見，魚津沿岸を中心　

にその他の海谷の先端部に限定され，湾沿岸部全域に分散するが，極地的で狭く，沿岸陸棚部　

の汚染はほとんど認められない。
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Ｕ　その原因としては，汚濁河川から流入した汚染物が，浅海域で海底の地形条件から波浪等に　

より海谷，陸棚の縁に集められることおよび湾の両端の氷見，魚津沿岸でのややくぼんだ地形，

　流動パターソによる湾奥からの流動の停滞，環流域にあたるためであろう。

回　目方江・浜黒崎地先の一般底質の現況は，外観で灰黒色から黒色およびＨ２Ｓ臭は見られなく，

　ＣＯＤ，硫化物でもほぼ水産環境水質基準を満足し，汚染度による評価を含め，夏期の一部を　

除き特に汚染は認められない。

順　４月期と８月期を比較すると，８月期に混色泥臭でやや悪くなるとともに，ＩＬ，ＣＯＤ　

ともやや高くなる傾向を示し，汚染度ではより明確となり，硫化物でも明らかに悪化し，陸棚　

部での波浪の大きい冬期を過ぎた春期に浄化され，比較的凪となる春～夏期に堆積する波浪の　

影響を裏づけている。

回　目方江・浜黒崎地先の底質の窒素・憐の現況は，富山湾沿岸域全般の底質とくらべて，特異　

な状態は認められなく，富山湾の特徴として，Ｐ量に対してＮ量が極めて少ない存在となって　

いる。

目　又，４月期と８月期を比較すると，Ｔ－Ｎは一般項目とよく相関し，底質の悪化とともに高　

くなる傾向を示すが，Ｔ－Ｐではバラツキが多く，窒素は冬期に底質が浄化されて少なく，春　

～夏期に新生堆積物の増加とともに多くなるが，燐の蓄積過程においては，さらに検討する必　

要があろう。

叫　放流水の拡散に関連する事項の概要として，(1)富山湾における目方江・浜黒崎地先の占める　

地理的条件，(2)目方江・浜黒崎地先の水質環境構成要因の現況，(3)目方江・浜黒崎地先の流動　

の現況，(4)日方江・浜黒崎地先の水質環境の現況，(5)目方江・浜黒崎地先の底質環境の現況，

　(6)浜黒崎終末処理場の流入・放流水質について列記した。

Ｕ処理水放流時の拡散にともなう塩分，ＣＯＤの分布をJoseph- Sendner形の拡散計算式に　より計算し，神通川河川水との関係を予察した。

図　淡水の影響は，塩分より，目方江・浜黒崎地先の現状での表層平均塩分値に対し，平均的な　

場合で約３００～４００ａ，大きい場合で約６００～８００７７ｚ以内で大河川の影響を上廻るこ　

とになり，平均的な場合は，ほぼ現状での村川の規模に一致している。

昌　ＣＯＤについては，浜黒崎終末処理場の稼動により，神通川河川水のＣＯＤ負荷量の変化に　

対応して，広範囲にわたる神通川河川水拡散域での低下効果が生ずるが，その一部にあたる日　

方江・浜黒崎地先においては，処埋木の放流により極地的に高ＣＯＤ域が生じると推測される。

回　処埋木放流による目方江・浜黒崎地先の水質環境に及ぼす影響は，淡水としての影響が水平　

・垂直分布を含めさほど顕著なものではないが，有機汚濁の影響は若干懸念される。

回　又，底質についても，春期～夏期に有機懸濁物の堆積が加算されるであろうが，冬期の波浪　

により大陸棚の縁部や海谷部に持ちさられ，放流水拡散域で特に蓄積されることはないであろ　

う。

固　窒素・燐については，ＣＯＤより広範囲にわたること．神通川に比較し拡散域が極地的とな
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ることが想定されるため，浜黒崎終末処理場計画の進行にともなって，地先海域の水質環境とと

もに，赤潮の頻度，優先種の変遷等生物相を監視し，その結果により，富山湾の特性を考慮し，

窒素を主体とした三次処理の導入を考慮する必要があろう。

(調査結果登載印刷物〉

昭和 52年度富山市日方江・浜黒崎地先中小河川水拡散調査報告書富山水試

E 定置汚水拡散調査
高松賢二郎・菅野健治

(目的〉

富山湾沿岸域の定置漁場27地点を定期的に水質分析し定置漁場の水質環境の把握および汚

濁の監視を目的とした。

(方 ;去)

(1J採水地点 宮崎~宇波の定置漁場27地点の表層水 6地点、のみ表層 20m， 50m

(2) 採水方法 各定置採水責任者が早期網起し時に採水する。

(3) 調査項目 天候，風向，風力，波浪， うねり，流向，潮流，採水時間，水温，漁獲量

(4) 分析項目 pH，塩分，濁度， COD 

(5) 調査回数 5 2年 4月-5 3年 3月 毎月 1回但し6月 2回 8月欠測の計 12回

(調査結果の要約〉

(1)表層水の各分析項目の最大値および最小値は， p H 9. 2 5 -7. 0 6，息分33.89-0.64%0， 

濁度2o. 9 -0.1 P P m， C 0 D 1 3.4 -0.0 6 P P mであった。

(2) 分析項目の平均値は，昭和46年度から昭和 51年度までの各年度の平均値から最大平均値

と最小平均値を該粋し，対比した。

(3) pHの平均値で，平均値の範囲(6ヶ年間の最大平均値と最小平均値の間)に入っているの

は 19地点と多く，他の7地点は範囲外にあり，河川水によるpHの低下，赤潮によるpH

の上昇の影響があった。

(4) 境分の平均値で，範囲外にあるのは 3地点で特に著しく低下したのは伊古場で、河川水の影

響があった。

(5) 濁度の平均値で，範閤外にあるのは 18地点と多いが，伊古場を外く調査地点では最小平均

値より小さくなっており，定置漁場の濁りの減少傾向が見られた。

(6) C ODの平均値で，範囲外にあるのは17地点と濁度同様多いが，大門(沖)を除く調査地点

では最小平均値より小さくなっており，定置漁場の有機汚濁の減少傾向が見られ，特に小矢部

oo 
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川前，大中瀬では，年々水質改善が進行している。しかし神通川前は，水質改善が停滞してお

り 51年度から再び悪化の傾向が見られ，長期にわたる不況下における企業の生産活動によ

る汚濁負荷量の減少や，河川流量の増減による汚濁濃度の希釈程度の変化もあることから，河

川末端域における有機汚濁の監視が必要と考えられる。

(7) 定置漁場における赤潮発生状況は，発生回数4回が 1地点 3回が 6地点 2回が 5地点，

1回が 6地点であり 6月から 11月にかけて観測されており 6月に魚津地先海域 7月に

新湊~魚津地先海域 9月に岩瀬~魚津地先海域に強い赤潮が発生した。

(8) この調査で最も調査回数の多い酒樽および青塚三番定置漁場の調査月別の水質環境の変化を

とりまとめた。

(9) 6ヶ年間の海況調査結果をまとめ，各漁場別に風向，風力，波浪， うねり，流向，潮流をと

りまとめた。

(調査結果登載印刷物〉

昭和52年度定置汚水拡散調査報告書 県漁込汚水協，定置協，富山水試

皿 公共用水域の水質測定(富山湾海域)

菅野健治・高松賢二郎

(目的)

県公害対策課の依頼により，富山湾海域(公共用水域)の水質汚濁状況を常時監視するための

水質調査について，試料採水および生活環境項目の分析を行うものである。

(実刷大況〉

(1) 調査期間 昭和 52年4月~昭和53年3月 毎月 1回

(2) 調査地点 2 4地点，但し隔月 14地点

(3) 調査水深 表層および2m層

(4) 調査船 はやっき

(5) 調査項目 P H. DO. C 0 D (酸性法)

(調査結果〉

調査，分析結果については，県公害対策課に報告，同課においてとりまとめ公表される。
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W 神通川流域下水道(左岸)浄化セ、ノター設置計画に伴う海域調査

菅野健治・高松賢二郎

(目的〉

県下水道課の依頼により，神通川流域下水道(左岸)浄化センター建設予定地先海域の水質環

境の現況を把握するための水質および底質調査について，試料採水・採泥および一般項目の分析

を行うものである。

(実施状況)

(I)調査期間 水質調査昭和52年8月 9月， 1 0月，昭和 53年 1月

底質調査昭和 52年 8月

(2) 調査地点 水質調査富山新港地先 1 1地点

底質調査 " 6地点

(3) 調査水深 水質調査表層 2m層， 10m層

(4) 調査船 はやっき

(5) 調査項目 水質調査 水色，透明度，水温，塩素量， pH， DO 

底質調査水深，泥温，外観， pH 

1 2 赤潮等対策調査

高松賢二郎・菅腎健治

神通川水系の汚濁負荷解析調査

(目的〉

神通川水系から富山湾に流入するN，p， COD負荷について，水系別に細密に調査しそれら

の負荷源を明らかにして，神通川水系の浄化策，沿岸漁場の富栄養化防止対策の基礎資料とする。

(調査内容の概要)

(1) 調査時期

(2) 調査地点

(3) 調査項目

昭和52年 7月 10月，計2回

本流2地点，支流9地点，事業所5地点，計 16地点

流量， PN， DON， NH4-N， N02-N， N03-N， T-P， DTP， 

DIP， COD 
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（調査結果の要約）

　（1）調査時の流量は，本流で年平均流量より少ない１ ５２．３１ぜ／ｓｅｃ（７月）と濁水流量より少　　ない6

5.53ぜ/sec（10月）であり，各支流の流量は７月＞１０月の傾向を示した。

　（２）Ｔ－Ｎの流入状況は，萩浦稿で1,1 o o zzy/£（7月），４,１３２ｚ耀／ゑ（ｌｏ月）であり，

　　上流の成子稿にくらべ，約５倍（７月），約１０倍（１０月）高くなっており，いたち川，井　　

田川からの流入影響が強い。

　（3）井田川の流入状況は神明稿で，１ ７７３ｚｚｙ／£（７月），８,３ｏ９パ／£（ｌｏ月）で上流の高　　善寺稿にくらべ，約３倍（７月），約２６倍（１０月）に高くなっている。

　（4）いたち川の流入状況は，末端で3,8 38z4y/£（7月），８,８５ｏ好／£（ｌｏ月）で上流の今　　木橋の約７倍（７月），約８倍（１０月）に高くなっており，また松川，いたち川，赤江川の　　合流地点の古開橋にくらべても約４倍（７月），約６倍（１０月）高くなっており，古開橋よ　　り下流から末端地域に臨接する事業所群からの排水の影響が大きいと見られる。

　（５）Ｔ－Ｐの流入状況は，萩浦橋で１６ ９好／ぶ（７月），５４２河／£（１０月）で成子橋の約　　８倍（７月），約６倍（１０月）高くなって流下している。Ｔ－Ｎの流入状況と同様にいたち　　川と井田川からの影響が強い。

　（6）いたち川では，末端濃度は上流の約２１倍（７月），約２３倍（１０月）に著しく高くなっ　　

ており，井田川の１０月調査でも，上流の約２０倍高い濃度で本流に流入している。

　（７）Ｔ－Ｎに対する各態Ｎの割合は，萩浦稿，いたち川末端，神明橋，古開橋，赤江稿，小黒橋　　

でＮＨ４－ＮとＤＯＮが多く出現し，成子稿，ハ幡稿，松川上流，今木橋ではＰＮがやや多い　　

傾向が見られる。

　（8）事業所の状況では，Ｎｲﾋ学工場，浄化センターでＤＯＮ，ＮＨ４－Ｎが多く，製紙工場，　パ　　

ルプエ場でＰＮが多く，Ｒ化学工場でＮ０３－Ｎが多い傾向が見られ，支流の水質環境に与え　　

る影響はＮｲﾋ学工場，浄化セソターで強い傾向か見られる。

　（９）Ｔ～Ｐに対する各態Ｐの割合は，萩浦稿，神明稿，いたち川末端，ハ幡稿，小黒稿，赤江橋，

　　古開稿，Ｎｲﾋ学工場，Ｔ市浄化セソターで，ＤＩＰの割合が多い。高善寺橋，成子稿，Ｔ製紙　　

工場，Ｋ工場や７月の松川上流，今木橋では，ＰＰが多い。

　特　ＣＯＤの流入状況は，萩浦稿で１．４ ０ｐｐｍ（７月），１．６ ２ｐｐｍ（１０月）で成予稿の1.6　　倍（７月），2.8倍（１０月）に高くなっている。支流からの流入状況は，いたち川で著しく　　高く特にいたち川下流域のＴ市浄化セソター，Ｔ製紙工場，Ｋ工場からの排水の影響が大きい。

　回　Ｔ－Ｎ負荷量は，萩浦稿で１５．５３トソ／日（7月），２ ５．９０トソ／日（１０月）であり，井田　　川やいたち川からの負荷量が大きい。市街地を貫流するいたち川支流の負荷量は赤江川＞いた　　ち＞松川の順に大きい。

　回　Ｔ－Ｐ負荷量は，萩浦橋で２,３８トソ／日（７月），3.40トろ/日（10月）で成子稿の１５～　　

１６倍に高くなり，Ｔ－Ｎ同様にいたち川，井田川の負荷量が大きく影響している。赤江川と　　

いたち川と松川が合流している古開稿の負荷量は，Ｔ市浄化センターとＴ製紙工場とＫ工場の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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　合計負荷量より大きい。

口　ＣＯＤ負荷量は，萩浦稿で１９．７６トソ／日（７月），１０．１７トソ／日（１０月）で成予稿の　

3.5倍（７月），7.1倍（１０月）に大きくなっており，支流のうち，いたち川の負荷量が著　

しく大きい。

Ｈ　現在，富山市は，浜黒崎終末処理場を建設中であり，市街地や浄化センターの負荷量が，神　

通川水矛より移行することとなる。現状では，いたち川末端のＴ－Ｎ負荷量の約レ2～2/3 ，

　T－P負荷量の約１／４～１／３，ＣＯＤ負荷量の約1/7～1/5が移行する負荷量と推定される。

回　前回におけるＮ，Ｐ負荷源別の推定割合では産業排水が大きなウエートを占めていると考え　

られたが，本調査での排水量の多い事業所からの負荷量は萩浦稿のＮで１２～１３俤，Ｐでヽ１６　

～１９％にすぎず，さらに多くの事業所の調査は必要であるが，流量収支の正確な把握や河床　

堆積物の沈積や流出の機構の解明も必要と考えられる。

１３　黒部川魚族資源環境調査

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　角祐二・奈倉昇・菅野健治

（目　　的）

　　黒部川のあゆを中心とする有用魚族の資源量，生態を把圓するとともに，河川環境も考慮し，

　今後，黒部川の有用魚族の増殖対策及び合理的な資源維持管理を推進することを目的とする。

（調査項目及び方法）

　1.あゆ資源量・生態調査

　　（1）仔あゆ降下量調査

　　（2）あゆ親魚調査

　　（3）あゆ飼料調査

　2.さけ・ます増殖調査

　　（1）ヤナ場におけるさけ親魚調査　

3.河川環境調査

　　（1）物理化学環境調査

　　（2）生物環境調査

（結果の概要）

　1.（1）産卵期の盛期は１０月中旬～１１月上旬と推定され，仔あゆ降下のピークは１８：００～　　　　

２０：００に形成された。降下量に関しては降下の盛期と考えられる１０月下旬～１１月
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中旬の 30日間で約2億尾の仔あゆが降下したと考えられる。

(2)あゆ親魚の平均尾又長は 13 cm.体重は 30 'Jであった。海産アユと湖産アユの比率は約

4 1であった。

(3)付着藻類量調査では権藤橋より下流で多くみられた。しかし一度の出水でほとんどなくな

るほどで，あゆ飼料(付着藻類)にとって，不安定な河JIIである。

2. (1)ヤナ場で採捕されたサケ親魚の総数は 546尾で，雌雄の比率は雌 3:雄 2で雌では 4.6 

- 5.6 kg.雄は 2.6-3. 0 kgが多くみられた。そ上のピークは 11月下旬であった。

3. (1)物理化学環境調査において，黒部川は生活環境の保全に関する環境基準河川類型A.水産

一級及び水産用水基準を全域で満足し，極めて清浄な水質環境にある。

(2)生物環境調査では，上流域の音沢橋で双麹白が多くみられ，愛本橋~権藤橋では楕麹目，

権藤橋~黒部大橋で蜂勝目が多くみられた。

(調査結果登載印刷物〉

昭和 52年度黒部川魚族資源環境調査報告書 富山県水産試験場

遡河魚類通路調査

角祐二・奈倉昇

(目的〉

遡河魚類資源の増大のために天然における拡大再生産を図ることは目下の急務である。このた

め遡河魚類の天然における拡大再生産を防げているダム農業用頭首工等の河川工作物に効果的

な通絡を設置するための基礎資料を得ることを目的とする。

(調査方法〉

1.期間

，2. 対象河川

3. 対象魚

4 調査項目

(1)通路の構造

昭和52年5月~昭和53年 3月

庄川(合ロダム通路)

あゆ

(2) 遡上状況 (通路内に建網設置) 標識あゆ. 5，0 00尾放流

(3) 降下状況 ( " ) 

(4) 河川工作物の概要 圧川，支川利賀川

(結果の概要)

1 通路の構造は階段式 37段，勾配 1O. 総延長約 16 0 m. 流速は潜孔で 160-200
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侃/sec， 切欠で 15~4 Ocm/secであった。

2. あゆそ上盛期と考えられる 6 月中旬-8 月初旬までの通路におけるそ上量は 330~550

尾と推定された。標識放流後 21日目に通路内で標識魚、が再捕された。

3 あゆ降下盛期と考えられる 9月初旬-10月終旬までの通路における降下量は 200-400

尾と推定された。

4. 庄川本川の河川工作物は 6ケ所(発電 5，発電とかんがい1)，支川利賀川では 3ケ所(発

電 2，発電と治水 1)となっている。

(調査結果登載印刷物)

昭和52年度遡河魚類通路調査報告書 富山県水産試験場

1 4 淡水魚族試験指導

温水性淡水魚の穴あき症(指定調査研究総合助成事業)

昭和 50~52年 3 ヶ年のとりまとめ

宮崎統五・角祐二・木名瀬元夫

(目的〉

全国的に大きな被害を出しているコイの穴あき症について，疾病の特徴，原因の究明および予

防・治療法を確立する事を目的とする。(t国庫補助)

(実施の状況)

(1)病魚の発生状況

(2) 疾病の特徴

(3) 原因の究明

(4) 予防・治療法の追求

(結果の概要)

(1) 大量発死は，ほとんどみられなくなってきているが，本疾病は，広域化の傾向を見せている。

(2) 定義:穴あき症とは，温水性淡水魚の皮膚に限って，出血または充血が軽く，少なくとも初

期には鱗の粘膜の肥厚現象が見られ，最終的には筋肉にまで潰湯性の欠損を生ずる疾病である。

(3) 病患部より細菌分離を試み，高い病原性を持つAeromonas hydorophilaが検出された。

また強毒性の Aeromonas salmonicida subsp acromogenesも穴あき症との関連性を
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疑わせた。

(4) 昇温及び薬剤を用いて治療試験を行った。結果は昇温及びPVPーI塗沫に最も効果があっ

た。低温度ではニフノレスチレン酸Naでわずかに効果がみられた。

餌料に各種ビタミンやフイァシュミーノレを添加して発病状態を観察した。またこのように飼

育したコイにスレを与え病魚と接触させ，発病状態を観察した。結果はアスコルピン酸とフイ

ッシュミール添加餌料群に発病が少なかった。スレを与えた場合には d1一α-Tocophero1 

+フィードオイルを添加した群に発病が少なかった。

(研究結果登載印刷物〉

昭和52年度指定病害研究総合助成事業病害研究報告書

(温水性淡水魚の穴あき症) 富山県水産試験場

1 5 温排水利用養魚試験

奈倉昇・萩原祥信

クルマエビ中間育成試験

1 目的

2 

3 

4 

栽培漁業の推進のため，人工生産した種苗を富山新港火力発電所から排水される温排水の有効

利用を図り，北陸電力株式会社富山共同火力発電所との共同のもとに温排水を利用して，放流サ

イズ(全長 3cm)まで中間育成し，適地に放流して漁獲の増大を図ることを呂的とする。

実施時期

第 1回昭和52年 4月23日......6月 13日

第 2回昭和52年 7月1 6 日 ~8 月 8日

第 3回昭和52年 8月1 0 日 ~9 月 1 2日

実施場所

新湊市堀江

北陸電力KK富山新港共同火力発電所

試験方法

(1)施設
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木製水槽 2ケを利用して飼育した。

水槽の大きさ 1 7 0 cmX 3 5 0伺 X6 Ocm 

(ビニール(黒)で包む〉

(2) 種苗

第 1回 2回目は，山口県の財団法人藤永クルマエピ研究所から購入し，第 3回目は富山県

栽培漁業センターから入手した。大きさは第l回，第2回目は post lar官a20で，第3回目

は post larva 30を使用した。

(3) 中間育成

前記種苗を第1回目は，④水槽に 46，000尾，⑪水槽に 50，0 0 0尾投入した。

第 2 回目は，~水槽に 17， 500尾， CB水槽に 1 9，0 0 0尾投入した。

第 3 回目は，~水槽に 35， 000尾，⑮水槽に 5 0，0 0 0尾投入した。

(4) 餌料

配合餌料と魚肉(沖アミ)を使用する。特に第1回，第 2回は，配合餌料と魚肉との比較試

験を行った。(別表1.2のとおり) 第 3回目は，水視が高温のため，魚肉を主体として飼育した。

(別表3のとおり〉

(5) 調査項目

ア.環境調査

水温，比重測定(期間中毎日)

イ.歩留り調査

5 試験結果

(1) 環境環査

第 1回から第3固までの水温p 比重測定結果は，第 4，5， 6表に示すとおりである。(な

お，これはいずれもA水槽の 2のみである)

ア.水温の変動

水温の変動については，第 1回は最高が 5月7日の24'Cで，最低は 4月25臼の 13'c 

であり，第2回は，最高が8月6日の28'cで，最低は 25.5 'Cで期間中に 4日間あった。

第3回は最高が 8月10 ・11日の 27'cで，最低は9月6日の 24.5'cであった。

このことから第 1回は最高と最低の差は1l'Cもあったが，第2回，第 3回はいずれもそ

の差は2.5'Cであった。

イ.比重の変動

比重の変動についてみると第1回の最高は 5月 15・16日の 34.84拓。で，最低は 4

月 26日の26.9 7%。で、あり，だいたい33 -34%。台の日が多かった。

また，第 2回は 34-3 5%。台で割合変動が少なかった。

第 3回は，最高が 9月4日の35.6 9%。で，最低が8月 18日の 30.5 5%。で、あり，だい
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たい 33 -3 4到。台の日が多かった。

(2) 歩留り調査

第 1回は 2日目に大量に舞死があったが，取揚尾数は 19， 0 3 4尾で歩留りは約20 %で

あった。

第2回は，飼育期聞が短いのと尾数を少なくしたので，取揚尾数は25， 2 0 0尾で歩留りは

良かった。

第 3回は，取揚尾数は 18，2 5 3尾で歩留りは 1回目と同じくらいで、あった。

1 6 2 0 0カイリ水域内漁業資源調査委託事業

湯口能生夫

(目的〉

我が国 20 0カイリ漁業水域の設定に伴い，当該水域内における漁業資源を科学的根拠に基づ

いて評価し，漁獲許容(可能)量などの推計に必要な関係資料を整備する。

(方法 )

「昭和53年度200カイリ水域内漁業資源調査委託事業実施要綱J(日水研)による。

(1)生物測定調査 (2)標本船操業実態調査 (3)漁獲成績調査

(実施状況〉

(1) 生物測定調査

魚 種 名 回 数 測定総尾数 備 考

"7 サ J、 1 6 2，400尾

て~ ア ジ 1 1 1，6 5 0 

ーマ イ ワ シ 1 1 1，6 5 0 

カタクチイワシ 1 8 2，5 4 8 

ス ノレ メ イ カ 1 5 7 5 0 

ベニズワイガニ 3 218 

ヤ リ イ カ 3 1 4 8 
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（2）標本船操業実態調査

漁業種類 �統数又は整数 �期　　間 �備　　　　考

ブリ定置漁業

イワシ定置漁業

その他の敷網漁業

スルメイカ１本釣漁業 �２ケ統１ケ統１ケ統１　隻�９月～２月６月～８月９月～３月6，7，1，2，3月

（3）漁獲成績報告調査

漁業種類 �統数又は隻数 �報告期間 �備　　　　考

モの他の敷網漁業

イ　カ　釣　漁　業

沖合底びき網漁業

小型機船底ひき網漁業

べにずわいがにか　　ご　　漁　　業�５ケ統６３隻１０隻１６隻５６隻�毎月１回12ケ月年１回　　１２ケ月毎月１回１２ケ月毎月１回１２ケ月毎月１回　８ケ月

（調査結果）

　　調査結果は調査要綱の様式に従い日本海区水産研究所に報告した。

－３８－



１

職員現員数

昭和５２年度職員予算等

５３．３．３１現在

-

区　　分 �庶　務　課 �漁業資源課 �第18富山丸 �利用増殖課 �はやつき

楊　　　　　　　長

次　　　　　　　長

課　　　　　　　長

船長・機関長

主　　　　　　　事

研　　　究　　　員

技　　・　　単　労 �１１１１２ �１４ �２４７ �１７ �１２

計 �６ �５ �１　３ �８ �３

Ａ　　　　計 ���３　５

２　職員の配置
５３．３．３１現在

課　名 �職　　名 �氏　　　名 �異　　　　　　　動

�場　　　　　　長

次　　　　　　長 �浜　谷　辰　為荻　野　　　昭�5 2. 4.1　水産課漁政係長から

庶　務　課 �課　　　　　　長主　
　　　　　事

技　　　　　　土

助　　　　　　手 �松　井　省　三柳　原　敬　子浦　田

　文　男

北　条　雄　也

漁業資源課 �課　　　　　　長主任研究員研　　究

　　員

第１８富山火船長　　

〃　　機関長　　

〃　　研究員　　

〃　　技　土　　

〃　　甲板手 �西　野　匪　雄湯　口　能生夫山　田　

　　稔

油　谷　三　郎

松　坂　常　弘

浦　本　己之重

池　田　時　夫

中　島　信　行

金　谷　鵜　作

相　川　栄　松

田　中　孝　世

新　夕　寅　信

深　井　敏　男

堀　切　忠　行

谷　井　富　造

西　浦　　　正

大　橋　一　夫

松　平　一　昭

西　浦　富　幸 �52.4」　水産課漁政係から52.4.1　新採53.1.1　　〃

一
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課 長 木名瀬 フじ 夫

研 究 員 奈倉 昇

11 菅 野 健 治

11 萩 原 祥 信

11 高 松 賢二郎

利用増殖課 11 
r凸」ー， 崎 統 五

H 角 佑 一
11 佐 藤 建 明 52. 4. 16 新採

はやっき船長 寺 岡 広

11 技士 谷 林 義 輝

H 甲板手 新 JII 文 夫

3 昭和52年度予算

事 業 名 予算額(千円〉 備 考

場 費

第 1 8富山丸経常費

はやっき経常費

海況予報事業費

沿岸漁業観測事業費

沖合漁場開発調査費

定置漁業技術改良試験費

沿岸重要資源委託調査費

河口通過稚魚観測事業費

浅海増殖漁場環境調査費

種苗生産試験費

水産加工技術試験研究費

富山湾水質環境調査費

漁村青壮年育成対策事業費

赤潮等対策調査費

淡水魚族試験指導費

温排水利用養魚技術試験費

水産試験場移転建設事業費

2 0 0カイリ水域内漁業
資源調査委託費

棚河性さけます増殖研究

計

1 2，36 5 I国補(研修)100千円 (1/2) 

24，849 

4.7 31 

山 o I 国補 1，13 0千円
1，5 6 5 

3，3 1 6 
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484 

2，740 I国補 8 7 0千円

297 

8，502 

2，02 1 I 国委 2，02 1千円

l，848 I 属委I，84 8千円

80，8 2 1 
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